
（資料－５）

稲荷山トンネル（新十条通）に係る最近の動向等について

・・・・ 新十条通新十条通新十条通新十条通のののの移管移管移管移管にににに係係係係るるるる経緯経緯経緯経緯やややや背景等背景等背景等背景等についてについてについてについて

・・・・ 新十条通新十条通新十条通新十条通のののの交通量交通量交通量交通量とととと環境影響評価環境影響評価環境影響評価環境影響評価についてについてについてについて

・・・・ 社会情勢等社会情勢等社会情勢等社会情勢等のののの変化変化変化変化（（（（人口減小人口減小人口減小人口減小，，，，自動車分担率等自動車分担率等自動車分担率等自動車分担率等））））

・・・・ 稲荷山稲荷山稲荷山稲荷山トンネルトンネルトンネルトンネル交通量交通量交通量交通量ととととＮＯＮＯＮＯＮＯ２２２２及及及及びびびびＳＰＭＳＰＭＳＰＭＳＰＭのののの相関関係相関関係相関関係相関関係

・・・・ 低公害車低公害車低公害車低公害車（（（（エコカーエコカーエコカーエコカー））））のののの普及等普及等普及等普及等

・・・・ 各各各各ランプランプランプランプ周辺部周辺部周辺部周辺部におけるにおけるにおけるにおける振動及振動及振動及振動及びびびび騒音等騒音等騒音等騒音等のののの調査調査調査調査

1

新十条通新十条通新十条通新十条通のののの移管移管移管移管にににに係係係係るるるる経緯経緯経緯経緯についてについてについてについて

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経緯経緯経緯経緯

平成２７年～ 首都圏の新たな高速道路料金について
・対距離制を基本とした料金（平成２８年４月開始）
・近畿圏についても議論

平成２８年 ５月 京都高速道路検証専門委員会 意見書 受領
・「つくる」視点に加え，「使いこなす」視点を強化
・京都高速道路への更なる交通の転換

７月 新十条通の料金見直しを国へ要望

９月 国の基本方針（案）公表
・対距離制を基本とした料金
・管理主体の継ぎ目を感じない料金
・効率的・柔軟な利用を実現する戦略料金

１２月 新十条通の移管及び無料化を国へ要望
「近畿圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）」

・新十条通を京都市へ移管・無料化
・移管まで現行料金を継続
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（資料－５）

新十条通新十条通新十条通新十条通のののの移管移管移管移管にににに係係係係るるるる背景等背景等背景等背景等についてについてについてについて

無料化無料化無料化無料化をををを要望要望要望要望したしたしたした背景等背景等背景等背景等

・新十条通の利用者数の低迷

 想定交通量の３割程度

・並行路線である国道１号や外環状線では，未だ交通渋滞が生じている。

 新十条通の料金抵抗を取り除き，交通分担の適正化を図る。

・新十条通の移管時期

 平成３１年４月 （料金所設置や安全・情報提供設備改修等を考慮）

 移管までの間は割引料金を含め，現行の料金を継続

3

大津淀線大津淀線大津淀線大津淀線

新十条通新十条通新十条通新十条通

国道国道国道国道１１１１号号号号

56,300台/日56,300台/日56,300台/日56,300台/日
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交通量交通量交通量交通量

56,300

7,200

50,900

0

20,000

40,000

60,000

国道１号 新十条通 外環状線他

巨 椋 池 本巨 椋 池 本巨 椋 池 本巨 椋 池 本
線料金所線料金所線料金所線料金所

油
小
路
線

第
二
京
阪
道
路

7,200台/日7,200台/日7,200台/日7,200台/日

交通量交通量交通量交通量

上鳥羽上鳥羽上鳥羽上鳥羽ＩＣＩＣＩＣＩＣからのからのからのからの料金料金料金料金とkmとkmとkmとkm当当当当たりたりたりたり単価単価単価単価
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京都市京都市京都市京都市へへへへ移管移管移管移管しししし，，，，新十条通新十条通新十条通新十条通をををを無料開放無料開放無料開放無料開放
（台/日）

料金抵抗により適正な交通分担が図れていない

分かりにくく，使いにくい料金体系

ネクスコネクスコネクスコネクスコ西日本西日本西日本西日本へへへへ移管移管移管移管しししし，，，，対距離料金制対距離料金制対距離料金制対距離料金制のののの導入導入導入導入

上鳥羽上鳥羽上鳥羽上鳥羽ICICICIC

城南宮北城南宮北城南宮北城南宮北ICICICIC

伏見伏見伏見伏見ICICICIC

至 八幡東至 八幡東至 八幡東至 八幡東ICICICIC，，，，第二京阪門真第二京阪門真第二京阪門真第二京阪門真ＩＣＩＣＩＣＩＣ

城南宮南城南宮南城南宮南城南宮南ICICICIC

国道国道国道国道１１１１号号号号・・・・外環状線等 交通分担外環状線等 交通分担外環状線等 交通分担外環状線等 交通分担のののの適正化適正化適正化適正化
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（資料－５）

京都高速道路京都高速道路京都高速道路京都高速道路のののの交通量交通量交通量交通量とととと環境影響評価環境影響評価環境影響評価環境影響評価についてについてについてについて

【新十条通】
平成20年6月供用

京都高速道路京都高速道路京都高速道路京都高速道路

（（（（新十条通新十条通新十条通新十条通））））

京京京京
都都都都
高高高高
速速速速
道道道道
路路路路
（（（（堀堀堀堀
川川川川
線線線線
））））

京京京京
都都都都
高高高高
速速速速
道道道道
路路路路
（（（（西西西西
大大大大
路路路路
線線線線
））））

京都高速道路京都高速道路京都高速道路京都高速道路

（（（（久世橋線久世橋線久世橋線久世橋線））））

新十条通新十条通新十条通新十条通のののの建設時建設時建設時建設時にににに行行行行ったったったった環境影響評価環境影響評価環境影響評価環境影響評価（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ６６６６））））

 京都高速５路線全てが完成した際の交通量

３３３３３３３３，，，，７００７００７００７００台台台台/日日日日で環境影響評価を実施

 大気質や騒音等，環境保全目標を満たす。

※騒音は，遮音壁の設置を考慮

なお，将来交通量は，人口・交通量が右肩上がり
で増加し続けるとの当時の推定に基づいて計算

社会情勢社会情勢社会情勢社会情勢のののの変化変化変化変化

・人口減少社会，自動車分担率の減少

・残る３路線（堀川線・西大路線・久世橋線）の
都市計画の廃止を予定

新十条通新十条通新十条通新十条通のののの交通量交通量交通量交通量

 ７７７７，，，，２００２００２００２００台台台台/日日日日（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ２７２７２７２７年度平均年度平均年度平均年度平均））））

想定された交通量の３３３３割程度割程度割程度割程度となっている。

5

現在・・・

平成２８年１２月に公表された「近畿圏の新た
な高速道路料金に関する具体方針（案）」等に基
づき，交通量の変化等，影響を検討している。

社会情勢等社会情勢等社会情勢等社会情勢等のののの変化変化変化変化 （（（（京都市京都市京都市京都市におけるにおけるにおけるにおける将来人口推移将来人口推移将来人口推移将来人口推移））））

資料：京都市（実績値）。平成26年度については，平成26年10月1日現在の推計人口
国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）（推計値）

約約約約１９１９１９１９万万万万３３３３千人減少千人減少千人減少千人減少
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（資料－５）

社会情勢等社会情勢等社会情勢等社会情勢等のののの変化変化変化変化 （（（（京都市京都市京都市京都市におけるにおけるにおけるにおける発生集中交通量発生集中交通量発生集中交通量発生集中交通量のののの推移推移推移推移））））
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京都市

近畿圏

近畿圏全体では交通量は増加しているものの・・・
京都市では平成６年をピークに発生集中交通量は減少に転じている。

※ トリップエンド：１日当たりの市内の発着点数

資料：京都高速道路検証専門委員会（第3回）

社会情勢等社会情勢等社会情勢等社会情勢等のののの変化変化変化変化 （（（（京都市京都市京都市京都市におけるにおけるにおけるにおける自動車分担率自動車分担率自動車分担率自動車分担率のののの推移推移推移推移））））

Ｈ１２年に２８．３％を占めた自動車分担率は，Ｈ２７年で２２．１％と，６６６６％％％％以上減少以上減少以上減少以上減少している。
「歩くまち・京都」政策の推進によって，自動車分担率２０％以下の目標を掲げている。 8

資料：平成27年度 「歩くまち・京都」推進会議
平成24年度以降は，京都独自調査に基づく

（二輪は自転車・バイク）

交通手段分担率交通手段分担率交通手段分担率交通手段分担率のののの推移推移推移推移
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（資料－５）

社会情勢社会情勢社会情勢社会情勢のののの変化変化変化変化（（（（京都市 入洛利用交通機関割合京都市 入洛利用交通機関割合京都市 入洛利用交通機関割合京都市 入洛利用交通機関割合））））

マイカー入洛は，Ｈ６年は４１．７％を占めていたが，ＨＨＨＨ２７２７２７２７年年年年は６は６は６は６．．．．３３３３％％％％にににに減少減少減少減少。

9

資料：平成27年 京都観光総合調査

稲荷山稲荷山稲荷山稲荷山トンネルにおけるトンネルにおけるトンネルにおけるトンネルにおける交通量交通量交通量交通量ととととＮＯＮＯＮＯＮＯ２の２の２の２の相関関係相関関係相関関係相関関係（（（（過年度資料 抜粋過年度資料 抜粋過年度資料 抜粋過年度資料 抜粋））））

トンネル交通量は増加（４倍）しているものの，ＮＯＮＯＮＯＮＯ２は２は２は２は若干若干若干若干のののの減少減少減少減少
10
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（資料－５）

稲荷山稲荷山稲荷山稲荷山トンネルにおけるトンネルにおけるトンネルにおけるトンネルにおける交通量交通量交通量交通量ととととＳＰＭＳＰＭＳＰＭＳＰＭのののの相関関係相関関係相関関係相関関係（（（（過年度資料 抜粋過年度資料 抜粋過年度資料 抜粋過年度資料 抜粋））））

11トンネル交通量は増加（４倍）しているものの，SPMはほぼはほぼはほぼはほぼ横横横横ばいばいばいばい
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環境基準値 0.1mg/m3以下

（（（（参考参考参考参考））））次世代自動車次世代自動車次世代自動車次世代自動車のののの保有台数保有台数保有台数保有台数

エコカーの保有台数は増加しており，保有台数全体の５．４％を占めている。
（平成２５年度時点）

12

資料：第１５回国土幹線道路部会（一社）日本自動車工業会 作成
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（資料－５）

（（（（参考参考参考参考））））国土交通省国土交通省国土交通省国土交通省 ディーゼルディーゼルディーゼルディーゼル重量車重量車重量車重量車のののの排出排出排出排出ガスガスガスガス規制強化規制強化規制強化規制強化

軽油を燃料とする車両総重量3.5トンを超える普通自動車及び小型自動車
（ディーゼル重量車）の排出ガス中に含まれる窒素酸化物（NOx）に対し、これまで
の規制値と比較して約４割低い水準に引き下げる規制強化を行う。

（中央環境審議会答申「今後の自動車排出ガス低減対策のあり方について」）

NOxの規制値を現行の平均値 0.7g/kWhから0.4g/kWhに規制強化を行う。
車両重量等に応じて，平成平成平成平成２８２８２８２８年年年年１０１０１０１０月月月月１１１１日日日日からからからから段階的段階的段階的段階的にににに実施実施実施実施する。

中長期的には新たな排出ガス対策に対応したディーゼル重量車へ移行する見込み
13

鴨川東ランプ周辺部における振動及び騒音等の調査

14

騒音・振動調査地点

交通量調査地点
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（資料－５）

山科ランプ周辺部における振動及び騒音等の調査

15

騒音・振動調査地点

交通量調査地点
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